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５
月
１
日
開
催
の
農
業
委

員
会
初
総
会
に
お
き
ま
し
て
、

引
き
続
き
会
長
と
い
う
大
役

を
拝
命
い
た
し
ま
た
。
三
条

市
の
農
業
発
展
の
た
め
、
努

力
し
て
い
く
所
存
で
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
平
成
28
年
４
月
１
日
よ
り
農
業
委
員
会
等
に
関
す

る
法
律
が
改
正
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
農
業
委
員
の
選

任
方
法
が
公
選
制
か
ら
市
長
の
任
命
制
に
変
わ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
全
国
的
に
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や

担
い
手
不
足
か
ら
耕
作
放
棄
地
の
拡
大
等
が
問
題
に

な
っ
て
お
り
、
農
地
中
間
管
理
機
構
と
連
携
し
、
担

い
手
へ
の
農
地
の
利
用
集
積
・
集
約
化
、
耕
作
放
棄

地
の
発
生
防
止
・
解
消
等
の
取
組
み
体
制
強
化
の
た

め
、
こ
れ
ま
で
の
農
業
委
員
に
加
え
、
新
た
に
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
三
条
市
で
は
農
業
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
５

月
１
日
か
ら
こ
の
新
体
制
へ
移
行
し
、
農
業
委
員
19

名
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
18
名
で
農
業
委
員

会
業
務
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
、
米
価
の

下
落
等
で
農
業
経
営
は
さ
ら
に
厳
し
い
状
況
と
な
っ

て
い
る
中
、
私
ど
も
農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
は
、
農
業
者
の
代
表
と
し
て
自
覚
を
持
っ

て
、
農
業
者
の
信
頼
と
期
待
に
応
え
、
農
業
生
産
力

の
向
上
及
び
農
業
経
営
の
合
理
化
、
農
業
所
得
の
拡

大
等
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
も
皆
様
の
御
支

援
、
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

就
任
の
あ
い
さ
つ

�

三
条
市
農
業
委
員
会�

会
長

�

野

﨑

文

夫
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　平成28年４月１日より農業委員会等に関する法律が改正施行され、これまでの農業委員に加え、新たに
農地利用最適化推進委員が設置されました。
　三条市では農業委員の任期満了に伴い、平成30年５月１日からこの新体制へ移行し、農業委員19名、農
地利用最適化推進委員18名で地域農業者の代表として活動してまいります。農地の貸し借り、売買のあっ
せん、農業者年金制度など農業に関することはお気軽にご相談ください。

会　　長　 野 﨑 文 夫
会長代理　 佐 藤 裕 雄
農政対策部会
　部 会 長　 原 田 　 勝
　部会長代理　 廣 川 哲 也
　　　　　　 熊 倉 　 睦
第１調査部会　
　部 会 長　 渡 邉 一 英

　部会長代理　 五十嵐　秀　一
第２調査部会
　部 会 長　 渡 邊 勝 夫
　部会長代理　 坂 井 浩 行
第３調査部会　
　部 会 長　 阿　部　眞佐雄
　部会長代理　 田 邉 　 稔

三条市農業者年金加入推進部
　部　　長　 小 林 茂 宏
　　　　　　 佐 藤 秀 樹
　　　　　　 熊 倉 　 睦
　副 部 長　 北 澤 正 之
　　　　　 　松 岡 博 一
　　　　　 　蒲 澤 利 嗣

農業委員

野
の

﨑
ざき

文
ふみ

夫
お

（林町2丁目）
小
お

川
がわ

弘
ひろ

樹
き

 
（横町2丁目）

小
こ

林
ばやし

茂
しげ

宏
ひろ

（上須頃）
渡
わた

邉
なべ

一
かず

英
えい

 
（下保内）

農地利用最適化
推進委員

飯
いい

塚
づか

　栄
えい

三
み

千
ち

（東本成寺）
清
せい

野
の

秀
しゅう

作
さく

（塚野目5丁目）

稲
いな

田
だ

　 守
まもる

（吉田）
大
おお

桃
もも

伸
のぶ

之
ゆき

（三貫地新田）
捧
ささげ

　 幸
ゆき

伸
のぶ

（下坂井）
井
いの

上
うえ

利
とし

弥
み

（北四日町）
北
きた

澤
ざわ

正
まさ

之
ゆき

（鶴田3丁目）
渡
わた

邉
なべ

　 正
ただし

（大島）

藤
ふじ

田
た

吉
よし

則
のり

（月岡4丁目）

廣
ひろ

川
かわ

哲
てつ

也
や

（金子新田）

田
た

邉
なべ

　 稔
みのる

（井栗1丁目）

農業委員・農地利用最適化推進委員の紹介

三条地区
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農地利用最適化推進委員

農地利用最適化推進委員

農業委員

農業委員

刈
かり

屋
や

一
かず

夫
お

（長沢）
蒲
がわ

澤
ざわ

　 正
まさし

（駒込）
原
はら

田
だ

孝
こう

一
いち

（牛野尾）
蒲
がわ

澤
ざわ

利
とし

嗣
つぐ

（江口）
長
は

谷
せ

川
がわ

　淨
じょう

二
じ

（飯田）
吉
よし

田
だ

　 昇
のぼる

（森町）

阿
あ

部
べ

　眞
ま

佐
さ

雄
お

（上大浦）
佐
さ

藤
とう

一
かず

富
とみ

（楢山）
佐
さ

藤
とう

裕
ひろ

雄
お

（荒沢）
坂
さか

井
い

浩
ひろ

行
ゆき

（名下）
熊
くま

倉
くら

　 睦
むつみ

（新屋）

内
うち

山
やま

　 清
きよし

（矢田）
桒
くわ

原
ばら

一
いち

郎
ろう

（猪子場新田）
吉
よし

田
だ

精
せい

一
いち

（小古瀬）
内
うち

山
やま

敏
とし

雄
お

（岩淵）
松
まつ

岡
おか

博
はく

一
いち

（鬼木）

渡
わた

邊
なべ

勝
かつ

夫
お

（山王）
三
みつ

師
もろ

満
みち

夫
お

（善久寺）
原
はら

田
だ

　 勝
まさる

（吉野屋）
田
た

邉
なべ

敦
あつ

子
こ

（帯織）
五
い か ら し

十嵐  秀
しゅう

一
いち

（若宮新田）
佐
さ

藤
とう

秀
ひで

樹
き

（泉新田）

栄地区

下田地区
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Ⅰ
　
基
本
方
針

　
担
い
手
の
減
少
・
高
齢
化
が
進
行
す

る
と
と
も
に
、
耕
作
放
棄
地
が
増
加
す

る
な
ど
、
農
業
生
産
構
造
の
脆
弱
さ
や

地
域
活
力
の
低
下
が
顕
在
化
し
て
き
て

い
る
。

　
三
条
市
農
業
委
員
会
は
、
農
業
委
員

と
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
関
係

団
体
と
連
携
し
、
農
業
生
産
力
の
増
進

及
び
農
業
経
営
の
合
理
化
を
図
り
、
農

業
者
の
信
頼
と
期
待
に
応
え
て
い
く
こ

と
を
基
本
方
針
と
し
て
活
動
す
る
。

Ⅱ
　
事
業
計
画

　
１
　
会
議
関
係

　
　
⑴
　
定
例
総
会

⑵
　
臨
時
総
会

⑶
　
調
査
部
会

⑷
　
農
政
対
策
部
会

⑸
　
特
別
調
査
部
会

⑹
　
作
況
調
査
検
討
会

⑺
　
和
解
の
仲
介
委
員
会

　
２
　
研
修
会
・
講
演
会
の
開
催

⑴
　�

農
政
・
消
費
問
題
等
の
講
演

会
を
開
催

⑵
　
委
員
研
修
会
の
実
施

　
３
　
視
察
研
修
関
係

⑴
　�

農
業
委
員
及
び
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
研
修

⑵
　
県
内
研
修

⑶
　
正
副
部
会
長
研
修

　
４
　�

的
確
な
農
地
行
政
と
構
造
政
策

の
推
進

　
　�

　
農
地
転
用
な
ど
の
権
限
委
譲
や

転
用
規
制
見
直
し
な
ど
か
ら
一
層

の
慎
重
審
査
を
行
う
。
ま
た
、
農

業
生
産
条
件
を
整
備
し
、
生
産
性

の
高
い
農
業
経
営
の
実
現
や
農
用

地
を
有
効
利
用
す
る
た
め
、
適
正

な
農
地
行
政
を
推
進
し
、
農
用
地

の
多
面
的
な
利
活
用
と
併
せ
て
優

良
農
地
確
保
を
図
る
活
動
等
を
次

の
と
お
り
行
う
。

⑴
　�

農
地
の
権
利
移
動
案
件
の
意

見
決
定
に
当
っ
て
の
慎
重
審

査

⑵
　�

農
地
転
用
案
件
の
意
見
決
定

に
当
た
っ
て
の
慎
重
審
査

⑶
　�

無
断
転
用
防
止
と
遊
休
農
地

（
耕
作
放
棄
地
）
防
止
・
解

消
に
向
け
た
活
動

⑷
　�

農
地
政
策
見
直
し
に
対
し
て
、

農
地
制
度
の
根
幹
の
維
持
を

求
め
る
活
動

　
５
　
農
政
対
策
の
推
進

⑴
　�

農
業
者
の
立
場
に
立
っ
た
建

議
、
意
見
公
表
、
要
望
活
動

の
実
施

⑵
　
農
林
関
係
予
算
の
確
保
対
策

⑶
　�

担
い
手
（
法
人
）
確
保
・
育

成
に
向
け
た
取
組

⑷
　�

環
境
に
や
さ
し
い
農
業
と
安

全
・
安
心
な
農
業
の
振
興

⑸
　�

地
産
地
消
活
動
及
び
食
農
教

育
の
推
進

⑹
　�

農
産
物
の
付
加
価
値
向
上
に

関
す
る
取
組

　　
６
　
農
地
銀
行
活
動
事
業
の
充
実

　
　�

　
経
営
規
模
拡
大
を
志
向
す
る
意

欲
あ
る
農
業
者
支
援
と
し
て
、
農

地
銀
行
活
動
事
業
を
よ
り
一
層
充

実
す
る
。

　
７
　
啓
発
活
動
の
充
実

　
　�

　
農
業
委
員
会
だ
よ
り
「
向
日

葵
」
編
集
強
化
な
ど
啓
発
活
動
の

充
実
に
努
め
る
。

　
８
　
農
業
者
年
金
業
務
の
推
進

　
　�

　
農
業
者
年
金
業
務
を
適
正
か
つ

円
滑
に
推
進
す
る
た
め
、
加
入
推

進
部
長
を
中
心
と
し
て
、
次
の
事

業
を
行
う
。

⑴
　�

新
農
業
者
年
金
制
度
の
普
及

と
定
着

⑵
　�

新
農
業
者
年
金
加
入
者
の
拡

大
及
び
目
標
の
達
成

⑶
　
年
金
相
談
活
動
の
充
実

⑷
　�

新
規
受
給
者
を
対
象
と
し
た

研
修
会
の
開
催

　
９
　�

「
全
国
農
業
新
聞
」
等
の
普
及

拡
大

　
　�

　
「
全
国
農
業
新
聞
」
及
び
「
全

国
農
業
図
書
」
の
普
及
拡
大
に
努

め
、
農
業
者
へ
情
報
提
供
活
動
を

推
進
す
る
。
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平
成
30
年
度
産
米
か
ら
は
生
産
調
整

が
廃
止
さ
れ
、
自
ら
米
生
産
量
を
判
断

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
す
が
、

秋
田
県
は
そ
の
先
駆
け
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
最
初
の
視
察
地
は
秋
田
県
で
33
箇
所

も
の
メ
ガ
団
地
の
一
つ
、キ
ク
栽
培（
輪

菊
、
小
菊
）
で
飛
躍
を
遂
げ
て
い
る�

に
か
ほ
市
の
秋
田
し
ん
せ
い
園
芸
メ
ガ

団
地
で
し
た
。
平
成
27
年
度
か
ら
事
業

が
ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
、
ま
だ
真
新
し

い
作
業
舎
で
若
い
担
当
職
員
か
ら
概
要

や
今
後
の
目
標
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

ま
し
た
。
米
に
依
存
せ
ず
、
水
田
を
う

ま
く
利
用
し
米
生
産
の
約
２
倍
の
売
上

げ
を
上
げ
て
お
り
、
さ
ら
に
意
欲
を
燃

や
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
お

話
の
後
、
広
大
な
水
田
に
み

ご
と
に
移
植
さ
れ
た
キ
ク
畑

を
見
学
し
ま
し
た
。

　
翌
日
は
八
郎
潟
を
開
拓
し

た
大
潟
村
あ
き
た
こ
ま
ち
生

産
者
協
会
を
視
察
研
修
し
ま

し
た
。
飯
米
及
び
パ
ッ
ク
ご

は
ん
は
も
ち
ろ
ん
、
餅
、
パ

ス
タ
な
ど
米
を
利
用
し
た
お

い
し
く
て
安
全
な
食
品
が
製

造
さ
れ
て
お
り
、
ま
さ
に
６

次
産
業
化
を
目
指
し
た
先
進

的
な
会
社
だ
と
思
い
ま
す
。

会
社
の
代
表
取
締
役
を
さ
れ

て
い
る
涌
井
徹
氏
（
新
潟
県

十
日
町
市
出
身
）
よ
り
現
在

の
米
に
関
わ
る
政
策
、
対
策

の
講
話
を
受
け
、
ま
た
、
三

条
市
の
現
状
な
ど
を
問
わ
れ
、

涌
井
氏
の
ご
意
見
を
お
聞
き

し
ま
し
た
。
印
象
に
残
っ
た

「
こ
れ
か
ら
の
農
業
は
、
地

域
全
体
の
こ
と
を
考
え
て
や

る
こ
と
で
す
。」
の
言
葉
に

肝
銘
を
受
け
ま
し
た
。

�

（
清
野
秀
作
）

農業委員・農地利用最適化推進委員先進地視察研修

（三条地区）
担当委員 担　　当　　区　　域

野﨑　文夫（農）
小川　弘樹（農）

荒町・石上・栗林１・栗林２・上田島・東三条・北
中・興野・一ノ木戸・裏館・新光・嘉坪川

井上　利弥（推）島田・西本成寺１～西本成寺３・四日町・東新保・曲渕・北新保・南新保・直江町
清野　秀作（農）塚野目１～塚野目８
大桃　伸之（推）須戸・柳場・柳川１～柳川４・三貫地
北澤　正之（推）鶴田１～鶴田３・下谷地・敦田

田邉　　稔（農）
井栗西部１～井栗西部４・井栗中部１～井栗中部
３・井栗東部１～井栗東部３・西潟・牛ヶ島・三
柳・北野・白山

飯塚栄三千（推）東本成寺・土場・西中・五明・下新田・片口・新保・枝郷・緑ヶ丘
藤田　吉則（農）如法寺・月岡・諏訪
稲田　　守（推）西鱈田・吉田・長嶺
廣川　哲也（農）東鱈田・金子・袋・南入蔵・入蔵

捧　　幸伸（推）
東明寺・中東・田中・合屋・上野原・向ヒ村・高
田・三竹・下坂井・北入蔵・麻布・篭場・中新・漆
島・西大崎

渡邉　一英（農）成沢道上面・布施谷・布施和田・二ツ山・本所・中村・中央・赤坂宮ノ浦

小林　茂宏（農）上須頃上・上須頃東・上須頃中・上須頃下・下須頃上・下須頃下

渡邉　　正（推）大島１～大島３・荻島上・荻島下・代官島上・代官島中・代官島下・井戸場

（栄地区）
担当委員 担　　当　　区　　域

吉田　精一（推）小古瀬・中島・千把野新田
三師　満夫（農）善久寺・芹山・渡前・中曽根新田
松岡　博一（推）鬼木新田・鬼木
佐藤　秀樹（農）尾崎・岡野新田・今井・今井野新田・泉新田・貝喰新田
五十嵐秀一（農）福島乙・新堀・東光寺・若宮新田
桒原　一郎（推）猪子場新田・一ツ屋敷新田・福島甲・福島丙
内山　　清（推）小滝・高安寺・大面・北潟・矢田
原田　　勝（農）吉野屋・蔵内・茅原・安代
田邉　敦子（農）

前谷内・帯織・山王
渡邊　勝夫（農）
内山　敏雄（推）岩淵・戸口・栄荻島

（下田地区）
担当委員 担　　当　　区　　域

佐藤　一富（農）楢山・花渕・上組・中組・下組・中野原・荻堀上・荻掘下
刈屋　一夫（推）原上・原下・桑切・大沢・長沢・笹巻・福沢
蒲澤　　正（推）駒込上・駒込中・駒込下・広手・大平
阿部眞佐雄（農）高屋敷・滝谷・島潟・福岡・高岡・下大浦・馬場・上大浦
原田　孝一（推）遅場・葎谷・濁沢・早水・牛野尾・長野

坂井　浩行（農）名下・栗山・塩野渕・笠堀・大谷地・南五百川・北五百川・院内
佐藤　裕雄（農）棚鱗・荒沢・小長沢・庭月・八木前
吉田　　昇（推）森町・田屋
長谷川淨二（推）上飯田・中飯田・下飯田・鹿峠・小外谷・曲谷
蒲澤　利嗣（推）江口・島川原・南中
熊倉　　睦（農）牛ヶ首・落合・上谷地・蝶名林・中浦・新屋・鹿熊
※（農）は農業委員、（推）は農地利用最適化推進委員
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ド
ロ
ー
ン
か
ら
見
下
ろ
す�

�

我
が
農
園

三
次
郎
農
園

渡
邉
　
正
　�

渡
邉�

亮
介

　
「
仲
良
く
な
き
ゃ
や
っ
て
い
け
な
い

で
す
よ
。」
そ
う
い
っ
て
お
二
人
は

笑
っ
て
顔
を
見
合
わ
せ
る
。
息
子
の
亮

介
さ
ん
は
就
農
５
年
目
。
特
に
継
げ
、

と
言
わ
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
小

さ
い
頃
か
ら
農
作
業
を
手
伝
っ
て
い
た

せ
い
か
自
然
と
農
業
大
学
校
へ
行
く
こ

と
に
な
っ
た
。
亮
介
さ
ん
が
就
農
し
て

か
ら
経
営
の
幅
を
広
め
よ
う
と
桃
の
加

工
品
ジ
ャ
ム
の
販
売
も
開
始
し
た
。

　
「
桃
は
葉
が
命
で
す
か
ら
。」
と
こ

だ
わ
り
を
熱
く
語
る
正
さ
ん
。
除
草
剤

は
一
切
使
わ
ず
、
有
機
肥
料
、
佐
渡
海

洋
深
層
水
を
使
い
日
々
、
木
と
向
き
合

う
こ
と
で
葉
の
色
、
厚
み
の
変
化
を
見

逃
さ
な
い
。
剪
定
、
受
粉
、
摘
果
、
袋

か
け
な
ど
手
間
が
多
く
技
術
の
結
晶
で

あ
る
桃
。
成
長
過
程
や
栽
培
環
境
を
ぜ

ひ
消
費
者
に
伝
え
た
い
と
ド
ロ
ー
ン
で

空
撮
を
し
た
。
三
次
郎
農
園
ジ
ャ
ム
や

桃
の
箱
に
貼
付
し
た
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
空

撮
映
像
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
予
定

で
あ
る
。
こ
の
新
し
い
取
組
み
で
手
に

届
い
た
桃
を
前
に
消
費
者
は
作
り
手
や

栽
培
環
境
に
想
い
を
馳
せ
る
こ
と
が
で

き
る
。
よ
り
多
く
の
消
費
者
が
こ
の
親

子
の
作
っ
た
桃
や
想
い
や
り
を
感
じ

取
っ
て
ほ
し
い
。

田
ん
ぼ
横
一
列
に
お
よ
ぐ�

�

働
き
者

佐
藤
農
産
有
機
セ
ン
タ
ー

佐
藤�
一
寿

　
「
ピ
ー
ピ
ー
ッ
。」
生
後
20
日
の
真

鴨
の
赤
ち
ゃ
ん
は
、
田
ん
ぼ
に
入
水
し

た
瞬
間
か
ら
気
持
ち
よ
さ
そ
う
に
水
面

を
足
ひ
れ
で
か
き
始
め
た
。
真
鴨
農
法

は
農
薬
を
一
切
使
わ
な
い
栽
培
で
20
年

近
く
続
け
て
い
る
。
真
鴨
は
合
鴨
に
比

べ
群
れ
ず
に
、
独
立
し
て
い
て
好
奇
心

旺
盛
。
餌
を
求
め
て
田
ん
ぼ
の
す
み
ず

み
ま
で
泳
い
で
く
れ
る
。
１
ケ
月
程
、

株
間
で
虫
を
食
べ
糞
を
し
、
土
を
撹
拌

し
て
も
ら
い
大
き
く
成
長
後
、
飛
ん
だ

り
稲
穂
を
食
べ
る
前
に
は
田
ん
ぼ
か
ら

は
引
き
上
げ
る
。
獣
よ
け
に
電
気
柵
や

狼
尿
を
設
置
す
る
な
ど
、
手
間
は
多
い

が
自
然
環
境
に
や
さ
し
く
最
高
の
食
味

と
品
質
に
は
自
信
が
あ
る
。
有
機
Ｊ
Ａ

Ｓ
米
を
食
味
コ
ン
テ
ス
ト
に
も
出
品
し

て
い
る
。
佐
藤
さ
ん
は
孤
食
を
防
ぎ
居

場
所
づ
く
り
の
場
と
し
て
三
条
で
も
広

が
り
つ
つ
あ
る
子
ど
も
食
堂
に
も
米
を

提
供
し
て
い
る
。

　
環
境
教
育
の
場
と
し
て
も
、
ぜ
ひ
佐

藤
さ
ん
の
水
田
で
真
鴨
が
泳
ぐ
姿
を
見

て
い
た
だ
き
た
い
。

地
元
住
民
と
協
力
隊
で
下
田
の
名
産
品
を
作
る
！��

幻
の
芋
焼
酎
「
五
輪
峠
」

三
条
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊

山
口
　�

晃

　
下
田
地
域
の
サ
ツ
マ
イ
モ
と
吉
ヶ
平

の
湧
き
水
を
原
料
と
し
た
芋
焼
酎
「
五

輪
峠
」
が
４
月
27
日
に
発
売
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
地
域
お
こ
し
協
力
隊
下
田

チ
ー
ム
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ソ
ー
シ
ャ
ル

フ
ァ
ー
ム
さ
ん
じ
ょ
う
）
が
地
元
住
民

の
皆
さ
ん
と
協
働
で
取
り
組
み
、
今
年

で
２
年
目
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
取
組
み
は
「
下
田
地
域
に
新
た

な
逸
品
を
作
る
」「
農
業
収
入
の
増
加

へ
つ
な
げ
る
」「
下
田
を
世
界
へ
Ｐ
Ｒ

す
る
」
な
ど
を
目
的
と
し
、
下
田
の
協

力
隊
員
が
中
心
と
な
っ
て
発
案
さ
れ
ま

し
た
。

　
地
域
の
農
家
さ
ん
や
団
体
さ
ん
が
原

料
と
な
る
サ
ツ
マ
イ
モ
を
栽
培
し
、
芋

主
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
芋
主
さ
ん
は
昨
年
か
ら
９
名
増
え
33

名
、
サ
ツ
マ
イ
モ
の
収
穫
量
は
２
５
８

９
㎏
と
増
産
で
き
、
４
合
瓶
換
算
で
約

２
０
０
０
本
の
「
五
輪
峠
」
を
作
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
原
料
の
良
さ
が
品

質
の
高
い
芋
焼
酎
を
生
み
、
平
成
30
年

度
か
ら
市
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品

に
も
加
わ
る
予
定
で
す
。

農業への挑戦農業への挑戦
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農業者年金に
加入しませんか

　60歳未満の国民年金第１号被保険者（国民年金保険料納付免除者を除く。）であって
年間60日以上農業に従事している方は誰でも加入できます。配偶者や後継者など家族
農業従事者の方やパートなどで農業に従事されている方も加入できます。

　自ら積み立てた保険料とその運用益（付利）により将来受け取る年金額が決まる「積立方式（確定拠出型）」の
年金です。少子高齢化が進んでも制度の安定性は損なわれません。

１ 農業に従事されている方は広く加入できます

家族一人ひとりの年金を！ 今、女性の新規加入者が増えています

　保険料を自由に決められ（月額２万～６万７千円の間で千円単位）、経営の状況や
老後設計に応じていつでも見直せます。

２保険料は自分で選べ、いつでも見直しできます

支払った保険料は、家族の分も含めて全額が社会保険料控除の対象となり、
所得税・住民税が節税になります（支払った保険料の15％～30％程度が節税）。
農業者年金基金が保険料を運用して得られる収益は非課税です。
将来受け取る農業者年金には、公的年金等控除が適用されます。
　

３

４

税制面で大きな優遇措置があります

つまり生涯を通じて税制上の優遇措置があります

まだまだあります。こんな特長▼
少子高齢時代に強い年金。年金資産は安全性を重視して運用しています

　農業者老齢年金は、原則65歳から生涯受け取ることができます。仮に80歳前に亡くなられた場合でも、80
歳までに受け取れるはずであった農業者老齢年金の額の現在価値に相当する額を、ご遺族に死亡一時金として
お支払いします。

５ 終身年金です。80歳までにお亡くなりになった場合、死亡一時金があります

　認定農業者で青色申告をしている方やその方と家族経営協定を結んだ配偶者・後継者の方など一定の要件を
満たす方には、保険料の国庫補助（月額最高1万円、通算すると最大で216万円）があります。
　この国庫補助額に見合う年金は、経営継承など一定の要件を満たせば特例付加年金として受給できます。また、
経営継承の時期についての年齢制限はなく、事情に応じて受給の時期を決められます。

６一定の要件を満たす方には、保険料の国庫補助があります

　

 

農業者年金は、農家のことを知りつくした
農家のための年金です。

農業者年金の６つのポイント

詳しくは、三条市農業委員会事務局までお問い合せください。
　　　　　　　　　　　 電話：34-5635（直通）



vol.26 　2018.8.9

8

三
条

市
農

業
委

員
会

編
集

・
発

行
〒

955-8686　
三

条
市

旭
町

二
丁

目
３

番
１

号
電

話（
34）5635（

直
通

）
 FA

X（
33）7250

E
メ

ー
ル

　
nouij@

city.sanjo.niigata.jp
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
ア

ド
レ

ス
http://w

w
w

.city.sanjo.niigata.jp/nouij/index.htm
l

　農業委員会による農地利用状況調査を行っています。10月に全農地を対象として、耕作放棄により農地
が荒れていないか、農地の違反転用はないか、不法投棄がないか等の調査を実施します。
　また、調査実施後に遊休農地の所有者に対して、今後の農地利用の意向を確認します。農地への立入り
や調査のために自宅へお伺いすることもありますので、ご理解とご協力をお願いします。
【利用意向調査の対象農地】
○１年以上にわたり耕作されておらず、今後も耕作される見込みがない農地
○周辺の農地と比べて、利用の程度が著しく劣っている農地

　農地の所有権移転の
許可申請や農地転用許
可申請などの締め切り
は、毎月10日（10日が
休日の場合は前日又は
前々日）となります。

　全国農業新聞は農業者の公的代表機関である農業委員会系統組
織が発行する農業総合専門紙です。
　「週刊」の時間を生かし、情報がわかりやすいよう解説的にま
とめています。また、多くの読者の皆様に満足して頂けるよう、
家族全員が楽しめる記事も充実しています。さらに、全国47都道
府県にある支局の県版・
地方版の充実により、地
域の元気で特徴ある明る
い話題や地域独自のイベ
ント情報などの提供に努
めています。

発行日　毎週金曜日（月４回）
購読料　月額700円（送料・税込）
申込先　農業委員会事務局
　　　　電話：34-5635　　　　
　　　　�（毎月15日までの申込みで、

翌月から送付いたします。）

編 集 後 記

農地の売買、貸借などの締切日
農地法第３条、４条、５条、基盤強化法関係

９月10日㈪　10月10日㈬　11月９日㈮　12月10日㈪
１月10日㈭　２月８日㈮　３月８日㈮

総　会　開　催　日
９月28日㈮　10月31日㈬　11月30日㈮　12月27日㈭
１月31日㈭　２月28日㈭　３月28日㈭

　今年の春より新体制となった三条市農業委員会において、「向日葵」の編集委員も新たなメンバーで初回発行となり
ました。
　今、我が国の情勢は少子高齢化の中、国レベルを超え世界的グローバル化で変革を余儀なくされています。「三条市
ブランド」として、農業分野においても新しい目線でこれからを模索して取り組み、チャレンジしている方々や若者
に光を当てて、地元農業の啓発活動と情報発信に努めてまいります。
　また、皆様方よりのお声もお待ちしております。気軽に編集委員へお声掛けください。
　※表紙の写真は、大島�三次郎農園の袋かけ前の桃畑。
� （坂井）

委員長　坂井　浩行　　副委員長　清野　秀作　　三師　満夫　　　　　　　　　　　　　　　　
委　員　小川　弘樹　　田邉　敦子　　佐藤　一富　　井上　利弥　　吉田　精一　　原田　孝一


